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お 客 様 各 位

（年初来） （年初来）

前日比 1ヶ月前比 高値 安値

対ドル BRL 3,9920 4,0183 0,66% -3,32% 3,6374 4,1945

対円 JPY 27,27 26,87 -1,47% 3,36% 30,08 25,22

対ユーロ BRL 4,4507 4,4837 0,74% -1,03% 4,1646 4,6539

対ドル JPY 108,85 108,03 -0,75% -0,05% 104,46 112,40

対ユーロ JPY 121,37 120,49 -0,73% 2,28% 115,87 127,50

Index 108.408 107.220 -1,10% 2,36% 108.408 87.536

bps 117,90 120,43 2,15% -11,80% 209,52 116,83

% 6,48 6,49 0,15% -7,90% 9,34 6,48

% 4,74 4,76 0,53% -5,91% 6,69 4,71

% 1,90913 1,90225 -0,36% -8,77% 2,8039 1,9091

Index 178,31 176,89 -0,80% 1,70% 189,68 167,38

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

<オンブスマン連絡先:　0800 722 2762>
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昨日の相場は、前日COPOMにて０．５０％の利下げを実施し、１２月にも同レベルの利下げを示唆したものの、
２０２０年以降の利下げは緩やかになるとのタカ派的な声明により、金利のイールドカーブは上昇となったことで
朝方は３．９６レアル台までレアル高に進行した。しかし、米国での１０月シカゴ製造業景気指数が４３．２ポイン
ト（市場予想４８．０％、前月４７．１％）と弱かったことや、月末のPTAXフローに押され、一時４．０３レアル台ま
でレアル安が進行し、４．０１レアル台で取引を終えた。
ボベスパ指数は前日のFOMCで利下げ打ち止めとなる可能性が示唆されたことや、昨日の米国の弱い経済
指標に伴う米国株の下落、ブラジル国内の金利の上昇に伴い、一時１０６，０００ポイント前半まで売りが先行し
た。また、米中の貿易協議にて中国には最重要問題で譲歩する意向が無いとする情報が伝わったことも重な
り、株価下落に拍車を掛けたが、下値での買い支えもあり１０７，０００ポイントを維持した。
米中両国は第１段階の貿易協定の調印に近づいているが、中国側は交渉を継続する意思はあるものの、米
国が更に関税を撤廃する意向でない限り、今後交渉が意味のある結果を生むことは期待できないとの考えを
伝えていたことや、会談の機会と見ていた１１月１６・１７日のAPEC首脳会議の中止が発表されたこともあり、合
意への障害が生まれている。


